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本
日
こ
こ
に
名
古
屋
学
院
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
に
当
た
り
、
文
部
科
学
省
高

等
教
育
局
長 

吉
田
大
輔
様
、
愛
知
県
知
事 

大
村
秀
章
様
、
名
古
屋
市
長 

河
村
た
か
し
様
、
日
本
私

立
大
学
連
盟
副
会
長 

楠
見
晴
重
様
は
じ
め
多
く
の
皆
様
方
に
は
、
公
務
ご
多
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ご
臨
席
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
日
頃
は
本
学
に
対
し
、
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
併
せ

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
名
古
屋
学
院
大
学
は
一
八
八
七
年
、
明
治
二
十
年
に
米
国
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
会
の
宣
教
師
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ク
ラ
イ
ン
博
士
が
創
立
し
ま
し
た
私
学
名
古
屋

英
和
学
校
を
前
身
と
し
て
、
大
学
と
し
て
は
一
九
六
四
年
、
昭
和
三
十
九
年
に
名
古
屋
市
東
区
砂
田
橋

の
名
古
屋
学
院
に
お
い
て
、
中
学
・
高
等
学
校
・
大
学
の
一
貫
教
育
を
目
指
し
、
経
済
学
部
一
学
部
の

単
科
大
学
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
四
年
後
の
一
九
六
八
年
、
昭
和
四
十
三
年

に
は
瀬
戸
市
品
野
台
の
地
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
転
い
た
し
ま
し
た
。
移
転
当
初
は
言
葉
で
は
言
い
尽
く

せ
な
い
ほ
ど
の
財
政
的
苦
難
に
陥
り
ま
し
た
が
、
中
学
・
高
等
学
校
と
の
法
人
分
離
を
行
う
な
ど
の
対

策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
父
母
会
や
関
係
者
な
ど
の
ご
支
援
に
よ
り
そ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
部
・
大
学
院
の
充
実
、
さ
ら
に
は
二
〇
〇
七
年
、
平
成
十
九
年
に
名
古
屋

市
、
瀬
戸
市
は
じ
め
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得
て
主
な
学
部
を
名
古
屋
市
熱
田
区
白
鳥
の

地
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
転
す
る
と
い
う
、
こ
の
地
方
の
大
学
と
し
て
は
初
め
て
都
心
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を

回
帰
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
名
古
屋
、
瀬
戸
の
二
キ
ャ
ン
パ
ス
の
も
と
、
経
済
学

部
、
商
学
部
、
法
学
部
、
外
国
語
学
部
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
六

学
部
十
学
科
、
留
学
生
別
科
、
更
に
は
大
学
院
と
し
て
経
済
経
営
と
外
国
語
学
の
二
研
究
科
を
擁
し
、

約
五
、
五
〇
〇
名
の
学
生
が
在
籍
す
る
総
合
大
学
へ
と
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
、

さ
ら
に
「
現
代
社
会
学
部
」
と
「
国
際
文
化
学
部
」
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
の

中
に
幼
稚
園
と
小
学
校
の
教
員
を
専
門
に
養
成
す
る
「
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
」
を
開
設
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

本
大
学
を
卒
業
し
た
方
々
も
四
二
、
〇
〇
〇
名
を
超
え
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
指
導
を
得
て
、
現

在
で
は
愛
知
県
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
活
躍
を
し
て
み
え
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
五
十
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
順
風
な
時
ば
か
り
で
な
く
、
特
に
開
学
当
初
の
財

政
面
で
の
苦
渋
に
充
ち
た
経
験
を
乗
り
越
え
、
今
日
の
大
学
の
発
展
を
享
受
す
る
私
ど
も
と
し
ま
し
て

は
、
先
人
の
努
力
と
決
断
、
そ
し
て
ご
父
母
や
卒
業
生
の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
、

そ
し
て
多
く
の
関
係
者
の
方
々
の
本
学
に
対
す
る
限
り
な
い
愛
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
心
よ
り
感
謝

と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 



 
さ
て
、
本
学
の
建
学
の
精
神
は
「
敬
神
愛
人
」
で
あ
り
ま
す
。 

 

「
神
を
敬
い
、
自
分
を
愛
す
る
よ
う
に
あ
な
た
の
隣
人
を
愛
し
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
の
も
と
、
キ

リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
い
た
人
格
教
育
を
通
じ
て
、
隣
人
愛
あ
ふ
れ
、
物
事
を
主
体
的
に
考
え
、
行
動

す
る
国
際
教
養
人
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
「
地
域
の
中
に
あ
る
大
学
」
を
目
指
し
、
名

古
屋
市
、
瀬
戸
市
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
得
て
、
社
会
貢
献
活
動
及
び
地
域
と
連
携
し
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
昨
今
、
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

社
会
・
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
よ
り
一
層
進
展
し
、
様
々
な
領
域
で
複
雑
化
、
不
確
実
性
が
高
ま

る
中
、
地
域
社
会
や
産
業
界
か
ら
は
、
大
学
に
対
し
有
為
な
人
材
の
育
成
や
学
術
研
究
の
発
展
へ
の
要

求
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
十
八
歳
人
口
は
、
一
九
九
二
年
の
二
〇
五
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
二
〇
二
三
年
以
降
は

一
一
〇
万
人
を
割
り
こ
む
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。 

  

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
学
は
次
の
五
十
年
を
飛
躍
の
時
と
す
る
た
め
、
時
代
の
変
化
や
社
会
の

要
請
に
応
え
、
絶
え
ず
改
革
を
進
め
る
こ
と
こ
そ
肝
要
と
認
識
し
、
教
職
員
、
一
丸
と
な
っ
て
教
育
、

研
究
、
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
自
分
の
周
り
の
様
々
な
方
々
と
の
「
共
生
」
が
一
層
重
視
さ
れ
る
時
代
に
お
い
て
、
隣
人

愛
の
精
神
を
持
つ
本
学
の
存
在
意
義
を
社
会
に
示
す
と
と
も
に
、
建
学
の
精
神
「
敬
神
愛
人
」
に
基
づ

き
高
い
志
と
豊
か
な
国
際
感
覚
を
備
え
た
有
為
な
若
者
を
育
成
し
、
社
会
に
輩
出
す
る
大
学
を
一
層
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ご
列
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

二
〇
一
四
年
十
月
二
十
五
日 

 

学
校
法
人
名
古
屋
学
院
大
学 

理
事
長 
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